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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

5

か
る
た
素
材
に
観
光
マ
ッ
プ

 

高
大
連
携
で
冊
子
が
完
成

「戦国」で街を盛り上げ
開 町 ４ ５ ０ 年 記 念 フ ェ ス

芹 川 で 自 然 観 察 し よ う
 ポイント紹介のガイド配布

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
簡
単
に

 

商
議
所
に
最
新
型
ボ
ー
ド

　

長
浜
開
町
４
５
０
年
を
記
念
し

た
戦
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
４
月

１
日
開
幕
し
、
長
浜
市
元
浜
町
の

大
通
寺
で
戦
国
時
代
さ
な
が
ら
の

軍
議
を
模
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

大
通
寺
の
新
御
座
で
、
フ
ェ
ス

り
、
煩
わ
し
い
設
定
な
し
で
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
や
社
内
研
修
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
に
活
用
で
き
る
。

　

画
面
に
表
示
で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
フ
ァ
イ
ル

や
メ
モ
を
挿
入
し
た
り
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
や
投
票
を
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
複
数
の
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
を
同

時
に
投
影
し
、
そ
の
上
に
書
き
込

む
こ
と
も
可
能
だ
。
利
用
は
フ
ュ

ー
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
と
同
じ
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

し
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

yum
e-jitsugen/

）か
ら
Ｐ

Ｄ
Ｆ
版
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

　

彦
根
か
る
た
に
は
「
玄
宮
園
」

「
佐
和
山
城
」
「
中
山
道
」
な
ど

の
名
所
が
登
場
す
る
。
冊
子
で
は

こ
れ
ら
の
地
点
を
３
枚
の
地
図
上

に
示
し
、
写
真
を
添
え
て
「
玄
宮

園
は
４
代
藩
主
の
井
伊
直
興
に
よ

り
造
営
が
開
始
さ
れ
、
１
６
７
９

年
に
完
成
し
た
」
な
ど
と
解
説
も

載
せ
て
い
る
。
５
５
０
０
部
を
作

成
し
市
内
の
学
校
に
寄
贈
し
た
ほ

か
、
平
和
堂
７
店
舗
で
無
料
配
布

の
実
行
委
員
21
人
が
甲
冑
を
身
に

付
け
て
、
徳
川
家
康
や
浅
井
長
政
、

羽
柴
秀
吉
な
ど
の
戦
国
武
将
に
ふ

ん
し
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
審
議

し
た
。
浅
見
宣
義
市
長
は
「
フ
ェ

ス
の
開
催
を
通
じ
て
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

軍
議
が
終
わ
る
と
、
委
員
ら
は

甲
冑
姿
の
ま
ま
黒
壁
ス
ク
エ
ア
周

辺
を
行
軍
し
、
観
光
客
や
市
民
に

フ
ェ
ス
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

開
催
期
間
は
12
月
31
日
ま
で
。

近
世
城
下
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、

き
の
も
と
宿
ま
つ
り
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
既
存
イ
ベ
ン
ト
に
「
戦
国
」

の
要
素
を
取
り
入
れ
、
長
浜
を
広

く
発
信
し
て
い
く
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

ス
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
」
に

県
内
で
初
め
て
86
型
の
オ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド

「M
A
X
H
U
B

」が
導
入
さ
れ
た
。

管
理
す
る
長
浜
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
協
議
会
は
「
コ
ロ
ナ
禍
後
も
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
は
定
着
す
る
。
ボ

ー
ド
導
入
を
機
に
、
よ
り
多
く
の

人
に
集
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
し

て
い
る
。

　

ボ
ー
ド
に
は
４
８
０
０
万
画
素

の
高
性
能
カ
メ
ラ
、
マ
イ
ク
、
タ

ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
機
能
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
お

芹川の動植物をカラー画像で紹介し
ている　＝彦根市ホームページより

　

身
近
な
動
植
物
を
観
察
し
て
も

ら
お
う
と
彦
根
市
と
環
境
保
護
団

体
が
「
芹
川
と
そ
の
周
辺
の
自
然

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ガ
イ
ド
」
を
作
成

し
た
。
Ａ
３
判
フ
ル
カ
ラ
ー
両
面

刷
り
。
生
活
環
境
課
の
窓
口
で
配

布
し
て
お
り
、
自
然
観
察
会
な
ど

で
も
活
用
す
る
。

　

約
４
０
０
年
前
に
彦
根
城
が
造

ら
れ
た
際
、
芹
川
下
流
は
付
け
替

え
ら
れ
、
城
下
町
南
側
の
防
塁
と

な
っ
た
。
堤
を
強
化
す
る
た
め
ケ

ヤ
キ
、
エ
ノ
キ
、
ア
キ
ニ
レ
な
ど

が
植
樹
さ
れ
、
今
も
並
木
が
残
る
。

ガ
イ
ド
で
は
こ
れ
ら
を
絵
や
写
真

で
紹
介
。
ケ
ヤ
キ
に
つ
い
て
は

「
推
定
樹
齢
３
０
０
年
以
上
の
も

の
が
30
本
近
く
あ
り
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
魚
も
解
説
。

「
春
先
か
ら
夏
に
か
け
て
は
コ
ア

ユ
や
ウ
グ
イ
、
オ
イ
カ
ワ
、
ハ
ス

が
集
ま
る
」
「
秋
に
な
る
と
び
わ

湖
の
ビ
ワ
マ
ス
が
産
卵
の
た
め
遡

上
（
そ
じ
ょ
う
）
」
な
ど
と
見
ど

こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

彦根かるたをベースにした観光マップ

県内初導入の 8 6 型 「 ＭＡＸＨＵＢ」

　

40
年
前
に
制
作
さ
れ
た
「
彦
根

か
る
た
」
を
素
材
に
し
た
観
光
マ

ッ
プ
が
完
成
し
た
。
彦
根
市
を
拠

点
と
す
る
３
社
（
平
和
堂
、
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
滋
賀
工
場
、
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
彦
根
工
場
）
主
催
の
「
２
０

２
２
年
度
彦
根
発
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
近
江
高
校

の
吹
田
萌
望
愛
（
め
の
あ
）
さ
ん

が
こ
の
マ
ッ
プ
を
発
案
。
川
端
一

輝
（
か
ず
き
）
さ
ん
ら
滋
賀
大
生

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
Ａ
５
判
34
㌻
の

冊
子
に
し
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttps://m
ira-crea.com

/

　

長
浜
商
工
会
議
所
（
長
浜
市
高

田
町
）
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

オ ー プ ニ ン グ セ レ モ ニ ー で 気 勢 を
上 げ る 実 行 委 員 ら 　 = 長 浜 市 提 供

https://mira-crea.com/yume-jitsugen/

